








































































































































































































































































































































































 

 

 

 

泊発電所３号炉 

前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト 

DB 

 

 

令和 5 年 7 月 31 日 

 

北海道電力株式会社 

  



目次 
条文 通しページ 

第 6 条 外部からの衝撃による損傷の防止（その他外部事象） 1 

第 6 条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻） 3 

第 6 条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災） 10 

第 6 条 外部からの衝撃による損傷の防止（火山） 13 

第 8 条 火災による損傷の防止 15 

第 9 条 溢水による損傷の防止等 27 

第 10 条 誤操作の防止 28 

第 12 条 安全施設 29 

第 14 条 全交流動力電源喪失対策設備 31 

第 16 条 燃料体等の取扱施設及び貯蔵施設 33 

第 17 条 原子炉冷却材圧力バウンダリ 34 

第 24 条 安全保護回路 35 

第 26 条 原子炉制御室等 36 

第 31 条 保安電源設備 38 

第 33 条 保安電源設備 40 

第 34 条 緊急時対策所 44 

第 35 条 通信連絡設備 51 

 



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（自然現象）
（DB061N r.13.0）

6条(外事)-別添-53

自然現象の重畳影響について参照する項目の番号を修正した。
旧：事象の重畳影響について5.3.2に基づき・・・
新：事象の重畳影響について5.3.1に基づき・・・

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（自然現象）
（DB061N-9 r.12.0）

6(外事)-別添-63

同上

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（自然現象）
（DB061N r.13.0）

6条(外事)-別添-10

第1.2.2表中の以下の記載を修正した。（下線部参照）
旧：「落雷」としてプラントへの影響評価を実施する。
新：「落雷」としてプラントへの影響評価を行う。

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（自然現象）
（DB061N-9 r.12.0）

6(外事)-別添-13

同上

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（自然現象）
（DB061N r.13.0）

6条(外事)-別添-補足1-1
6条(外事)-別添-補足4-1

以下の記載を修正した。（下線部参照）
旧：泊３号炉
新：泊発電所３号炉

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（自然現象）
（DB061N-9 r.12.0）

6(外事)-別添-補足1-1
6(外事)-別添-補足4-1

同上

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（自然現象）
（DB061N r.13.0）

6条(外事)-別添-補足10-15

第９図中の泊発電所位置を修正した。

8

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（自然現象）
（DB061N-9 r.12.0）

6(外事)-別添-補足10-17

同上

第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（その他外部事象）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

9

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（自然現象）
（DB061N r.13.0）

6条(外事)-別添-補足10-16

後掲の図表に関する記載に関して女川同様の記載を追記した。
旧：なし
新：
後志地方の各観測地点の位置を第10図に示す。第10図の観測地点のマークの
違いは，第４表に示すとおり観測要素の違いを表している。
各観測地点において観測された日最大風速を第５表に示す。ただし，参照す
る観測地点は，各観測地点の内，観測要素に「風」を含んでいる観測地点と
する。

10

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（自然現象）
（DB061N-9 r.12.0）

6(外事)-別添-補足10-18

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0） とりまとめた資料-3

No.4の相違説明について，以下のとおり適正化しました。（下線部見直し）

（旧）「・A1,A2/B1,B2-ディーゼル発電機燃料油貯油槽トレンチの開口部
（扉）は・・・」
（新）「・A1,A2/B1,B2-ディーゼル発電機燃料油貯油槽トレンチの開口部
（蓋）は・・・」

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-59

「第1.8.2.1図 竜巻飛来物防護対策設備概念図」について，図のタイトルを
追加しました。

第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T r.9.0）

6条(竜巻)-別添1-添付1.1-
4,5,6,7,9,10,11,12,13,14,15,16,17,18,

19,20,21,22,23

「第１表 竜巻に対する重大事故等対処設備の影響評価」に係る記載につい
て，第43条「共－７　重大事故等対処設備の外部事象に対する防護方針につ
いて」の「表１　外部事象に対する重大事故等に対処するための機能を有す
る設備の影響評価」に係る記載との整合により，以下のとおり適正化しまし
た。（下線部見直し）

（旧）記載なし
（新）「非常用取水設備」，「可搬箇所：余熱除去ポンプ入口弁操作用可搬
型空気ボンベ，ホース等」，「常設箇所：接続口，配管等」及び「常設箇
所：接続盤」に係る記載追加
（旧）１次系のフィードアンドブリード（高圧注入ポンプ）
（新）１次系のフィードアンドブリード
（旧）余熱除去ポンプ入口弁
（新）常設箇所：余熱除去ポンプ入口弁，配管等
（旧）屋外A/B廻り及びR/B内
（新）A/B内及び屋外A/B，R/B廻り
（旧）分散配置（２箇所は建屋内）
（新）分散配置（１箇所は建屋内）
（旧）可搬型温度計測装置
（新）可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度）
（旧）記載なし
（新）配管等
（旧）「格納容器スプレイ」に係る記載あり
（新）記載削除
（旧）代替炉心注水（Ｂ－充てんポンプ）
（新）代替炉心注水（Ｂ－充てんポンプ（自己冷却））
（旧）「注：使用済燃料ピット監視カメラ空冷装置は・・・」
　　　「注：使用済み燃料ピット監視カメラ空冷装置は・・・」
（新）「(注)：使用済燃料ピット監視カメラ空冷装置は・・・」
（旧）ホース延長・回収車（送水用）
（新）ホース延長・回収車（送水車用）
（旧）原子炉容器
（新）原子炉圧力容器
（旧）可搬型格納容器内水素濃度計測ユニット（格納容器内水素濃度）
（新）可搬型格納容器内水素濃度計測ユニット
（旧）可搬型アニュラス水素濃度計測ユニット（アニュラス水素濃度（可搬
型））
（新）可搬型アニュラス水素濃度計測ユニット
（旧）アニュラス内
（新）アニュラス部

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-添付1.1-
4,5,6,7,9,10,11,12,13,14,15,16,17,18,

19,20,21,22,23

同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T r.9.0）

6条(竜巻)-別添1-添付1.2-27,28

「図１ 中央制御室における外部状況の把握イメージ」及び「表１ 監視カメ
ラにより把握可能な自然現象等」に係る記載について，第26条（原子炉制御
室）の「図2.1-1　中央制御室における外部状況把握のイメージ」及び「表
2.1-3 監視カメラにより把握可能な自然現象等」に係る記載との整合（地滑
り監視カメラ追加）により，以下のとおり適正化しました。

＜図１ 中央制御室における外部状況の把握イメージ＞
（旧）記載なし
（新）構内監視カメラ⑧⑨を図１に追加

＜表１ 監視カメラにより把握可能な自然現象等＞
（旧）記載なし
（新）地滑りを表１に追加

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-添付1.2-29,30

同上

また，女川２号炉との相違理由として，地滑りに対しては設計方針の相違で
ある旨，生物学的事象に対しては記載表現の相違である旨，以下のとおり追
加しました。

【女川】設計方針の相違
・泊は立地的要因により地滑りを考慮しているため記載を追記

【女川】記載表現の相違
・女川まとめ資料の第26条「表2.1-3 監視カメラにより把握可能な自然現象
等」では同様の記載あり

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T r.9.0）

6条(竜巻)-別添1-添付3.3-74

「（２）ａ．段差復旧用の砕石の配備」（砕石の仕様）に係る記載につい
て，以下のとおり適正化しました。（下線部見直し）

（旧）
「アクセスルート近傍にあらかじめ配備しておく段差復旧用の砕石の仕様に
ついては，最大で約4cmを想定しており・・・」
（新）
アクセスルート近傍にあらかじめ配備しておく段差復旧用の砕石の仕様につ
いては，北海道開発局独自「切込砕石及びコンクリート再生骨材　呼び名
30mm」（令和５年度 道路・河川工事仕様書 国土交通省 北海道開発局）に
準拠するため，最大で4cmを想定しており・・・」

（旧）
○砕石（約4cm×約4cm×約4cm 重さ約0.18kg）
（新）
○砕石（最大4cm×4cm×4cm 重さ約0.18kg）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

8

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-添付3.3-103,104

同上

また，大飯３／４号炉との相違理由として，記載方針の相違及び設備仕様の
相違である旨，以下のとおり追加しました。

【大飯】
記載方針の相違
・泊では，砕石の仕様について，準拠する規格を記載している。

【大飯】
設備仕様の相違

9

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T r.9.0） 6条(竜巻)-別添1-添付3.3-74,76

「（２）ａ．段差復旧用の砕石の配備」に係る記載のうち，段差復旧用の砕
石の配備イメージとして，平面図を追加するとともに，注釈として，「※：
縦，横，深さについては，今後の検討により変更となる可能性がある。」を
追加しました。
また，「（３）対策設備の設置場所」に係る記載（アクセスルート対策設備
の設置場所を示す図を含む）を追加しました。（以降，段落番号繰り下
げ。）

10

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-添付3.3-103,105

同上

さらに，大飯３／４号炉との相違理由として，記載方針の相違である旨，以
下のとおり追加しました。

【大飯】
記載方針の相違
・泊では，対策設備の設置場所について記載している。

11

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T r.9.0）

6条(竜巻)-別添1-添付3.3-76

「表　アクセスルート対策設備の設計飛来物への包含性について」に係る記
載のうち，運動エネルギー及びコンクリートの貫通限界厚さについて，防雪
シートについては，評価に用いる風速条件が適切ではなかったこと，鋼製材
については，端数処理の仕方が同一資料内で整合されていなかったことか
ら，以下のとおり適正化しました。（下線部見直し）
なお，防雪シートが飛来物になった場合でも，鋼製材の評価に包含できる旨
の評価結果に変更はありません。

＜運動エネルギー＞
・防雪シート　（旧）  25  （新）　87.1
・鋼製材 　（旧）(220)　（新）(219.3)

＜コンクリートの貫通限界厚さ＞
・防雪シート　（旧） 15.5　 （新） 27.3
・鋼製材　　　（旧）(28.6)　（新）(28.5)

12

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-添付3.3-105

同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

13

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T r.9.0）

6条(竜巻)-別添1-添付3.5-21

別紙２「竜巻に関する気象情報についての考察」のうち，（２）ｂ．①に係
る記載について，以下のとおり適正化しました。

（旧）
○「発生確度１」は，下記の条件１，２のＡＮＤ条件によって判定されてい
る。
○「発生確度２」は，条件１，２のＡＮＤ条件で，「発生確度１」と判定さ
れる。
（新）
○「発生確度１」は，下記の条件１，２のＯＲ条件によって判定される。
○「発生確度２」は，下記の条件１，２のＡＮＤ条件によって判定される。

14

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-添付3.5-36

同上

また，大飯３／４号炉との相違理由として，記載表現の相違であることを追
加しました。

15

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T r.9.0）

6条(竜巻)-別添1-添付3.13-30

「１．（４）ｂ．金網の吸収エネルギの検討」に係る記載について，以下の
とおり適正化しました。（下線部追加）

（旧）「・・・Nx(Lx/71mm)個直列に・・・」
（新）「・・・Nx(=Lx/71mm)個直列に・・・」

16

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-添付3.13-111

同上

17

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-添付3.13-
111,115,116,118,119,126

大飯３／４号炉との相違理由として，以下を追加しました。

・式中の値，計算結果は，電中研の研究報告として公開されているため，泊
ではマスキング対象外とした。

18

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-108
6竜巻-別添1-添付3.15-60

「女川原子力発電所２号炉」欄

以下のとおり記載を適正化しました（下線部追加）

（旧）「・・・外部事象防護対象施設である非常用ディーゼル発電機（高圧
炉心プレイ系ディーゼル発電機を含む。）に機能的影響を及ぼさない設計と
する。」
（新）「・・・外部事象防護対象施設である非常用ディーゼル発電機（高圧
炉心スプレイ系ディーゼル発電機を含む。）に機能的影響を及ぼさない設計
とする。」
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

19

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-18,61
6竜巻-別添1-

57,80,89,90,112,118,121,127,132,134,1
36,137,138,139,141,142,146,147,148,15

0,151,156,170,171
6竜巻-別添1-添付1.1-1
6竜巻-別添1-添付1.3-1

6竜巻-別添1-添付2.5-1,17
6竜巻-別添1-添付3.3-89
6竜巻-別添1-添付3.5-

2,8,11,13,14,18,20,21,24,31,40,44,48
6竜巻-別添1-添付3.9-4,6

6竜巻-別添1-添付3.13-111,112,129
6竜巻-別添1-添付3.14-19,20,22,39

6竜巻-別添1-添付3.15-
26,27,28,29,33,34,35,36,37,40,63,64,6

5,66,67

「大飯発電所３／４号炉」欄（添付3.15は「原子力発電所の竜巻影響評価ガ
イド」欄含む）

以下のとおり記載を適正化しました。

・読点追加，削除
・英字の記載修正（大文字→小文字）
・表張り替え
・上付き／下付き文字に修正
・普通文字に修正
・脱字追加
・文末記載追加
・句点追加

20

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-77,78

「大飯発電所３／４号炉」欄

「１.３.４.４ 数値流体計算による考察」に係る記載を追加しました。
また，大飯３／４号炉との相違理由として，記載方針の相違である旨，以下
のとおり追加しました。

【大飯】
記載方針の相違
・女川審査実績の反映（数値流体計算に関しては，「添付資料2.5地形効果
による竜巻風速への影響について」に記載）

21

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-添付1.1-1,2

「大飯発電所３／４号炉」欄

以下のとおり記載を適正化しました。
また，大飯３／４号炉との相違理由として，「【大飯】・記載方針の相違
女川審査実績の反映」を追加しました。

・資料番号追加
・重複記載削除
・表1追加

22

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-添付3.9-12

「大飯発電所３／４号炉」欄

「⑦マンホール蓋用アンカー検討　2)短期許容引張荷重」について，「c.樹
脂硬化物とコンクリートとの界面の付着破壊により決まる短期許容引張荷
重」及び「d.許容引張荷重」に係る記載を追加しました。

23

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0） 6竜巻-別添1-添付3.13-114

「大飯発電所３／４号炉」欄

以下のとおり記載を適正化しました。（下線部見直し）

（旧）電中研の金網強度評価試験結果
（新）電中研における金網強度評価試験結果
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24

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T r.9.0）

6条(竜巻)-別添1-添付3.13-33

上記「大飯発電所３／４号炉」欄の記載適正化を踏まえ，以下のとおり記載
を適正化しました。（下線部見直し）

（旧）電中研の金網強度評価試験結果
（新）電中研における金網強度評価試験結果

25

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-添付3.13-114

同上

26

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（竜巻）
（DB062T-9 r.8.0）

6竜巻-別添1-添付3.13-
1,2,3,4,49,50,51,52,53,54,55

「大飯発電所３／４号炉」欄

補足説明資料13に係る記載を追加しました。

・「(4)竜巻飛来物の防護対策」に係る記載
・「別紙5 金網を支える鉄骨構造物への衝突評価」に係る記載

また，大飯３／４号炉との相違理由として，記載方針の相違である旨，以下
のとおり追加しました。

【大飯】
・記載方針の相違
・女川審査実績の反映

【大飯】
・竜巻防護設備の構造の相違による資料の作成要否の相違。
・大飯は竜巻防護ネットを設置する海水ポンプエリアにＨ型鋼で櫓を設置
し，櫓にネット，防護板を設置する構造としている。
・泊においては，大飯と異なり竜巻防護ネットは強固な建屋床面，ブラケッ
トを介してピット壁面に設置できる環境であることから，大飯で採用してい
る櫓を設置する必要は無い。
・本資料は，櫓の設計成立性に関する説明資料である。
・泊では，櫓を設置しないことから，本資料は不要と判断し，作成していな
い。
（竜巻防護ネットの強度計算結果は設工認で説明する方針）
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

全般

語句の並列記載について，下記の通り適正化
（旧）○，△，□
（新）○，△及び□

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

全般

同上

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

基本方針
別添1

別添1-添付1,2,5,6,8

敷地内配置図の最新化

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

基本方針
別添1

別添1-添付1,2,5,6,8

同上

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

6条（外火）-別添1-添付1～8
6条（外火）-別添2

図及び表のタイトル適正化
（旧）図○-△、表○-△
（新）第○-△図、第○-△表

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

6外火-別1-添付1～8
6外火-別2

同上

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

6条（外火）-28,30,31
6条（外火）-別添1-添付6-5,7,24

「第1.8.10.3表　発電所敷地内に設置している屋外の危険物貯蔵施設等の一
覧」，「第6－2表　危険物製造所等許可施設一覧」，「第6－3表　少量危険
物貯蔵取扱所施設一覧」及び「第6－23表　その他の危険物」のうち，評価
対象となる設備を網掛けにより明確化。
また，施設名について，具体的な貯蔵施設へ記載適正化及び誤記修正。
（旧）1,2号炉 給排水処理建屋
　　　3号炉 給排水処理建屋
　　　循環水ポンプ建屋
　　　原子炉建屋
（新）1,2号炉 エンジン消火ポンプ用 燃料タンク
　　　3号炉 ディーゼル駆動消火ポンプ用 燃料タンク
　　　循環水ポンプ油圧ユニット 油タンク
　　　１次冷却材ポンプ電動機 油回収タンク

8

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

6外火-35,36
6条（外火）-別添1-添付6-5,6,26

同上

第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

9

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

6条（外火）-41

気象データ項目の適正化
（旧）最高温度，最大風速，最大風速記録時の風向，最小湿度
（新）最高温度，最大風速，最大風速記録時の風向，最多風向

　及び最小湿度

10

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

6外火-45

同上

11

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

6条（外火）-別添1-添付2-116

評価条件の並列記載について，記載の適正化
（旧）～輻射強度及び，FARSITE出力より得られた，反応強度及び火炎長よ
り，
（新）～輻射強度並びにFARSITE出力より得られた反応強度及び火炎長よ
り，

12

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

6外火-別1-添付2-118

同上

13

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

6条（外火）-別添1-添付6-35

名称の適正化
（旧）社内文書
（新）社内規程類

14

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

6外火-別1-添付6-41

同上

15

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

6条（外火）-別添1-添付6-52

コンクリート種類の記載適正化
（旧）普通コンクリート，軽量コンクリート，重量コンクリート
（新）普通コンクリート，軽量コンクリート，重量コンクリート等

16

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

6外火-別1-添付6-62

同上

17

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

6条（外火）-別添1-添付7-34

名称の適正化
（旧）海水ポンプ
（新）原子炉補機冷却海水ポンプ

18

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

6外火-別1-添付7-45

同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

19

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

6条（外火）-別添1-添付8-14

記載の適正化
（旧）～３号炉補助ボイラー燃料タンク及び一体型である３号炉主変圧器・
所内変圧器と航空機（F-15）を～
（新）～３号炉補助ボイラー燃料タンク，一体型である３号炉主変圧器・所
内変圧器及び航空機（F-15）を～

20

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

6外火-別1-添付8-13

同上

21

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

6条（外火）-別添1-添付8-16

記載の適正化
（旧）第8－8図　給気口における有毒ガス濃度評価手法の概要
（新）第8－8図　中央制御室換気空調装置給気口における有毒ガス濃度評価
手法の概要

22

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

6外火-別1-添付8-15

同上

23

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

6条（外火）-別添2-1,3

名称の適正化
（旧）換気空調系
（新）換気空調装置

24

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

6外火-別2-1,3

同上

25

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

6条（外火）-別添2-2

「第1表　運用，手順に係る対策等（設計基準）」のうち，対象項目及び体
制区分の適正化
（旧）運営課，土木建築課，安全管理課，防災・安全対策室
（新）担当課・室

26

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

6外火-別2-2

同上

27

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F r.12.0）

6条（外火）-別添2-3

「第1表　運用，手順に係る対策等（設計基準）」のうち，体制区分の適正
化
（旧）発電室
（新）運転員

28

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（外部火災）
（DB063F-9 r.12.0）

6外火-別2-3

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（火山）
（DB064V r.12.0）

6条(火山)-19,20
6条(火山)-別添1-46,47

降灰時における手順のうち(5)～(9)において，表現統一のため以下の通り記
載を修正した。（下線部参照）
旧：行う。，実施する。
新：行う手順を定める。，実施する手順を定める。

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（火山）
（DB064V-9 r.12.0）

6(火山)-25,26
6(火山)-別添1-54

同上

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（火山）
（DB064V r.12.0）

6条(火山)-別添1-17

以下の記載を修正した。（下線部参照）
旧：ディーゼル機関
新：ディーゼル発電機機関

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（火山）
（DB064V-9 r.12.0）

6(火山)-別添1-20

同上

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（火山）
（DB064V r.12.0）

6条(火山)-別添1-45

第4.7.1.1図中の以下の記載を修正した。（下線部参照）
誤：必要な要因招集
正：必要な要員招集

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（火山）
（DB064V-9 r.12.0）

6(火山)-別添1-53

同上

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（火山）
（DB064V r.12.0）

6条(火山)-別添1-個別4-1～5

ディーゼル発電機吸気消音器吸気フィルタの粒径別捕集効率の図面を追加し
た。それに伴い，以降の図番号を振りなおした。

8

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（火山）
（DB064V-9 r.12.0）

6(火山)-別添1-個別4-1～4

同上

第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（火山）
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

9

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（火山）
（DB064V r.12.0）

6条(火山)-別添1-補足18-2～5

燃料補給ルートの除灰時間についてアクセスルートの審査実績を踏まえて更
新した。

アクセスルート審査反映

10

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第6条 外部からの衝撃による損傷の防止（火山）
（DB064V-9 r.12.0）

6(火山)-別添1-補足18-3～5

同上 同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0）

8条-別添1-資料1-74
8条-別添1-資料8-目次,8,10,23,

24,25,26,35,36,37,38,39
8条-別添1-資料8-添付1-表紙,1,2,3,4

以下のとおり原子炉格納容器内のケーブルトレイの蓋の記載について適正化
を行いました。
（旧）鉄製の蓋，鉄製蓋
（新）金属製の蓋，金属製蓋

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資1-128
8条-別1-資8-1,12,16,33,44,46,47,50,

51,53,57,66,67,68,69,70
8条-別1-資8-添1-1,2,3,4,5,6,7

同上

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 8条-20

以下のとおり記載の適正化を行いました。
(旧）金属に覆われたポンプ，弁等の駆動部の潤滑油並びに金属に覆われた
機器躯体内部に設置される電気配線は，
(新）金属に覆われたポンプ，弁等の駆動部の潤滑油及び金属に覆われた機
器躯体内部に設置される電気配線は，

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-本-23

同上

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 8条-別添1-資料1-24

以下のとおり記載の適正化を行いました。
（旧）金属に覆われたポンプ，弁等の駆動部のグリス，並びに金属に覆われ
た機器躯体内部に設置される電気配線は，
（新）金属に覆われたポンプ，弁等の駆動部のグリス，及び金属に覆われた
機器躯体内部に設置される電気配線は，

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資1-43

同上

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0）

8条-別添1-資料1-24

以下のとおり記載の適正化を行いました。
（旧）一部，配管のパッキン類やポンプ，弁等の駆動部のグリス，盤内部に
設置された電気配線は不燃性材料又は難燃性材料ではない材料を使用してい
るものがあるが，
（新）一部，配管のパッキン類やポンプ，弁等の駆動部のグリス，及び盤内
部に設置された電気配線は不燃性材料又は難燃性材料ではない材料を使用し
ているものがあるが，

8

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資1-44

同上

9

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0）

8条-35,39,43
8条-別添1-資料1-53,73,104,116

8条-別添1-資料1-参考3-2,3
8条-別添1-資料6-6,7
8条-別添1-資料7-14

8条-別添1-資料7-添付4-8
8条-別添1-資料8-20,23,47

8条-別添1-資料10-参考1-1,2

社内統一ルールに則り、「並びに」「及び」の記載を統一し、修正しまし
た。

第8条 火災による損傷の防止
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

10

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-本-54,62,69
8条-別添1-資1-94,121,166,178

8条-別1-資1-参3-4
8条-別1-資料6-21,23

8条-別1-資7-22
8条-別1-資7-添4-9

8条-別1-資8-34,46,83
8条-別1-資10-参1-2,3

同上

11

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0）

8条-22,26,51
8条-別添1-資料1-30,39

8条-別添1-資料4-6
8条-別添1-資料8-11

8条-別添1-資料8-添付3-3,4
8条-別添2-2,9

社内統一ルールに則り、「又は」「若しくは」の記載を統一し、修正しまし
た。

12

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-本-26,34,83
8条-別1-資1-50,65

8条-別1-資4-8
8条-別1-資8-19

8条-別1-資8-添3-6
8条-別2-2,9

同上

13

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 8条-別添1-資料7-11

以下の図面について、記載内容の充実化を行いました。
「第7—3図　中央制御盤（安全系コンソール）内の構成部品配置」の図につ
いて、名称を「第7—3図　中央制御盤（安全系コンソール）内のバリア状
況」へと変更し、中央制御盤内における金属バリアによる分離状況が分かる
よう、写真及び分離寸法を追加しました。

14

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資7-18 同上

15

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0）

8条-別添1-資料1-
45,46,50,51,52,53,54,55,57,58,59,60,6
1,62,63,64,65,77,81,82,89,90,91,92,93

,95,98,104,105

以下のとおり女川と同様な図面を追加し、記載の適正化を図りました。ま
た、図面の追加により、図番の通し番号についても修正しています。
（旧）記載なし
（新）「第1-13図：油内包機器火災の早期感知・起動対策の概要」と「第1-
14図：電源盤火災の早期感知・起動対策の概要」を新規追加

16

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資1-
78,90,91,92,95,96,99,100,101,102,105,
106,107,109,132,139,140,141,154,155,1

56,157,160,168,169

同上

17

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 8条-別添1-資料7-添付6-3,4

以下のとおり女川と同様な図面を追加し、記載の適正化を図りました。ま
た、図面の追加により、図番の通し番号についても修正しています。
（旧）記載なし
（新）「第3図：油内包機器火災の早期感知・起動対策の概要」と「第4図：
電源盤火災の早期感知・起動対策の概要」を新規追加

18

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資7-添6-3,4 同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

19

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0）

8条-別添1-資料6-添付12-7

以下のとおり記載の充実化を行いました。
（旧）4.洞道内消火配管の設計方針
給排水処理建屋からタービン建屋への消火配管は，凍結深さより深く施工さ
れ建屋内と同様に凍結防止が図られる建屋間の洞道内に敷設することで地盤
変位の影響を直接受けない設計としている。
（新）4.トレンチ内消火配管の設計方針
トレンチ内の消火配管については屋外消火配管と同様，トレンチ自体を凍結
深度（ＧＬ－70ｃｍ）より深い深度に施工することで凍結を防止する設計と
している。また，トレンチ内に敷設することで地盤変位の影響を直接受けな
い設計としている。

20

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別添1-資料6-添付12-6 同上

21

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 8条-別添1-資料1-添付7-2

資料の充実化を目的として、以下の記載を追加しました。

（3）起動装置
排煙設備の起動設備は，排煙設備の運転状況を確認するため，排煙設備本体
に手動起動用スイッチを設置する。

22

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資1-添7-2,3

同上

23

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0）

8条-別添1-資料1-参考4-1～6
8条　別添1　資料1＜目次＞
8条-別添1-資料1-参考5-1～4
8条-別添1-資料1-参考6-1～2
8条-別添1-資料1-参考7-1～3

以下の資料を追加し，記載の充実化を行いました。
また，当該資料追加に伴い，目次修正及び資料番号修正を実施しました。

参考資料4　泊発電所３号炉における配管フランジパッキンの火災影響につ
いて

24

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資1-参4-1～5
8条-別1-資1-3

8条-別1-資1-参5-1～5
8条-別1-資1-参6-1～2
8条-別1-資1-参7-1～3

同上

25

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 8条　別添1　資料2＜目次＞

8条-別添1-資料2-参考1-1～6

以下の資料を追加し，記載の充実化を行いました。
また，当該資料追加に伴い，目次修正及び資料番号修正を実施しました。

参考資料1　泊発電所３号炉における配管フランジパッキンの火災影響につ
いて

26

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資2-2
8条-別1-資2-参1-1～5

同上
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27

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0）

8条-別添1-資料2-21
8条-別1-資料9-13

「参考資料4　泊発電所３号炉における配管フランジパッキンの火災影響に
ついて」の資料追加により，女川と同様パッキンの火災影響について確認で
きたことから，該当する記載について，以下のとおり女川と同様の記載に見
直しを行いました。
（旧）また，基本的に火元となるような可燃物は，弁，配管等の周囲に置か
ないよう管理している。弁，配管等（フランジ）には，膨張黒鉛を主成分と
したパッキン類が使用されているが，これらに使用する可燃物は微量であ
り，空気と遮断されていることから，パッキン類が燃焼することは考えにく
い。海水管には，ゴムパッキンが使用されているが，フランジ，ボルト等の
金属で覆われた狭隘部に使用されていることから，周囲からの火災により
シート面が直接火炎に晒されることはなく，万一燃焼による劣化があったと
しても放射性物質は内包されていないこと，また，微量の漏れが生じたとし
ても，機能性能に影響を与えるものではない。(第2図)
（新）また，配管，タンク，手動弁，電動弁等(フランジ部等を含む)には内
部の液体の漏えいを防止するため不燃性ではないパッキン類が装着されてい
るが，これらは弁，フランジ等の内部に取付けており，機器外の火災によっ
てシート面が直接過熱されることはない。機器自体が外部からの炎に炙られ
て加熱されると，パッキンの温度も上昇するが，フランジへの取付けを模擬
した耐火試験にて接液したパッキン類のシート面に機能喪失に至るような大
幅な温度上昇が生じないことを確認している。仮に，万一，パッキン類が長
時間高温になってシート性能が低下したとしても，シート部からの漏えいが
発生する程度で，弁，配管等の機能が夫われることはなく，他の機器等への
影響もない。(第2図)

28

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資2-31
8条-別1-資9-18

同上

29

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 8条-別添1-資料5-添付2-18

以下の図について追加し，記載の充実化を行いました。
（旧）記載なし
（新）第３図：光ファイバケーブルの測定状態

30

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資5-添2-20 同上

31

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 8条-別添1-資料1-108,109,110

危険物製造所等許可施設一覧表について、施設の廃止（第2危険物貯蔵庫の
撤去）に伴う最新化を図りました。

32

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別添1-資料1-170,171

同上

33

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 8条-26

以下のとおり記載の適正化を図りました。
（旧）屋内に設置する場合は外光があたらず，
（新）屋内に設置する場合は外光が当たらず，
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34

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-本-33

同上

35

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 別添1　資料1＜目次＞

目次に「参考資料７」が記載できておりませんでしたので，追記しました。

追記：参考資料７ 泊発電所 ３号炉における避雷設備の設置について

36

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資1-3

同上

37

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 8条-別添1-資料1-107

別添1、資料1「第1—15表：危険物製造所等許可施設一覧表」のディーゼル発
電機燃料油貯油そう（１号）の完成の日付記載について、以下のとおり誤記
を修正しました。
（誤）昭和62年12月23日
（正）昭和62年12月28日

38

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資1-170 同上

39

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-本-94
8条-別1-資1-19

8条-別1-資2-16,17
8条-別1-資6-28,30
8条-別１-資6-添4-3
8条-別1-資6-添8-1

8条-別添1-資7-添4-2
8条-別1-資7-添6-1,2
8条-別1-資7-添9-4
8条-別1-資9-1,2,3
8条-別1-資10-添5-1

以下のとおり記載の適正化を行いました。
・大飯との比較のため再掲し、その旨が分かるよう【再掲】の文言を追加し
ました。
・相違理由の記載を追加しました。
・比較のために再掲している大飯の記載について、その旨が分かるよう【再
掲】の文言を追加しました。
・比較のために再掲している女川の記載について、その旨が分かるよう【再
掲】の文言を追加しました。

40

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資2-40,45

以下のとおり誤記修正しました。
（誤）相違理由欄：「添付資料２」の記載
（正）相違理由欄：「添付資料３」の記載

（誤）相違理由欄：資料９にて比較結果を示し。
（正）相違理由欄：資料９にて比較結果を示す。

41

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0）

8条-別添1-資料5-添付4-30

資料５、添付資料４「別紙１ 泊発電所３号炉におけるの火災感知器及び消
火設備の部屋別設置状況」の燃料油貯油槽の記載について、以下のとおり誤
記を修正しました。
（誤）火災防護対策が必要な機器の有無「無」
（正）火災防護対策が必要な機器の有無「有」

（誤）火災感知器の耐震クラス「C」
（正）火災感知器の耐震クラス「C（Ss機能維持）」

（誤）消火器
（正）消火器又は移動式消火設備
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42

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資5-添4-30 同上

43

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 8条-別1-資料6-添付2-5

以下のとおり誤記修正しました。
（誤）第6図名称：油内包機器の早期感知・起動対策の概要
（正）第6図名称：電源盤の早期感知・起動対策の概要

44

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資6-添2-6

以下のとおり誤記修正しました。
（誤）第6図名称：電気盤の早期感知・起動対策の概要
（正）第6図名称：電源盤の早期感知・起動対策の概要

45

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0） 8条-44

8条-別添1-資料1-74
8条-別添1-資料6-添付12-2,4,5,6,7

以下のとおり記載の適正化を行いました。
（旧）鉄製の筐体やケーシング等で
（新）金属製の筐体やケーシング等で

（旧）洞道内
（新）トレンチ内

46

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-本-72
8条-別1-資1-125

8条-別1-資6-添12-2,3,4,5,6
同上

47

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第8条 火災による損傷の防止（DB08 r.9.0）

8条-別添1-資料1-78,80
8条-別添1-資料4-1

8条-別添1-資料5-添付2-5
8条-別添1-資料8-7

8条-別添2-1,7

以下のとおり誤記の修正を行いました。
（誤）女全保護系及び原子炉停止系の
（正）安全保護系及び原子炉停止系の

（誤）カーベットを敷かないこと。
（正）カーペットを敷かないこと。

（誤）泊発電所３号炉における安全機能を有する機器に使用するケーブルの
難燃性
（正）泊発電所３号炉における安全機能を有する機器に使用するケーブルの
難燃性について

（誤）燃料油貯油槽エリア
（正）ディーゼル発電機燃料油貯油槽

（誤）難燃ケーブルを使用する設計とするともに，
（正）難燃ケーブルを使用する設計とするとともに，

（誤）金属性のケーブルトレイに敷設する設計とする。
（正）金属製のケーブルトレイに敷設する設計とする。

（誤）金属性の本体内に収納する等
（正）金属製の本体内に収納する等

48

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資1-133,136
8条-別1-資4-1

8条-別1-資5-添2-7
8条-別1-資8-12
8条-別2-1,7

同上
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49

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-本-33

以下のとおり女川の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）屋内に設置する場合は外光があたらず，
（正）屋内に設置する場合は外光が当たらず，

50

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資1-23,72,129,171

以下のとおり女川の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）換気設備については，
（正）換気空調設備については，

（誤）故障警報が発信した場合には，
（正）故障警報が発報した場合には，

（誤）消火設備は，以下を踏まえ設置する。
（正）消火設備は，以下を踏まえて設置する。

（誤）記載なし
（正）このため，原子炉格納容器内は前項に示すような影響軽減対策に加
え，原子炉格納容器内の環境に応じた発生防止，感知，消火対策，可燃物管
理等を実施している。

（誤）記載なし
（正）第1-17表：危険物製造所等許可施設一覧表（４）を追加

51

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資4-1

以下のとおり女川の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）女川原子力発電所２号炉における安全機能を有する機器に使用する
ケーブルの難燃性
（正）女川原子力発電所２号炉における安全機能を有する機器に使用する
ケーブルの難燃性について

52

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資5-21

以下のとおり女川の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）火災が発生するおそれはない。
（正）火災が発生する可能性はない。

53

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資6-23

8条-別1-資6-添2-63

以下のとおり女川の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）記載なし
（正）なお，水道水系とは共用しない設計とする。

（誤）記載なし
（正）第１図：延焼防止シートの巻き付け方法概略図
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54

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資7-添3-1
8条-別1-資7-添4-46,53

8条-別1-資7-添8-5,12,13

以下のとおり女川の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）女川原子力発電所２号炉における火災区域又は火災区画の系統分離対
策フローについて
（正）女川原子力発電所２号炉における火災区域又は火災区画の系統分離対
策フロー

（誤）このため，女川原子力発電２号炉で
（正）このため，女川原子力発電所２号炉で

（誤）保温材付配管は，２.２項に示すとおり，
（正）保温材付配管は，２.１項に示すとおり，

（誤）同一区分のケーブル通路の途中で分離区分を冬える場合や
（正）同一区分のケーブル通路の途中で分離区分を変える場合や

（誤）セラミックファイバープランケットを組合せたものとした。
（正）セラミックファイバーブランケットを組合せたものとした。

（誤）H型鋼及びコンクlート梁に耐火接着剤にて
（正）H型鋼及びコンクリート梁に耐火接着剤にて

55

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資8-12,67,68

以下のとおり女川の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）記載なし
（正）c．難燃ケーブルの使用
原子炉格納容器内のケーブルは，実証試験により自己消火性及び延焼性を確
認した難燃ケーブルを使用する設計とするともに，ケーブル火災が発生して
も他の機器へ延焼することを防止するため，第8-4図に示すとおり，金属製
の電線管，可とう電線管及び金属製の蓋付ケーブルトレイに敷設する設計と
する。

（誤）記載なし
（正）第8-12図：原子炉格納容器内の火災防護対象機器（２／３）を追加

（誤）記載なし
（正）第8-12図：原子炉格納容器内の火災防護対象機器（３／３）を追加

56

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資10-添1-21～25
8条-別1-資10-参1-13

以下のとおり女川の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）マスキング処理の図面
（正）対象の図面がないため削除しました。

（誤）「RCIC の誤起動」による注水流量の増加分は定格給水流量に対して
約2%程度であり，「④給水制御系の故障（流量増加）」による外乱としての
増加分である約36%と比べると，注入量が小さいため，結果に大きな影響は
ない。
（正）２重書きのため記載削除しました。
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

57

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-本-15,42,65

以下のとおり大飯の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）気体廃棄物処理設備の配管などは雰囲気への水素の漏えいを考慮した
溶接構造とし、
（正）気体廃棄物処理設備の配管等は雰囲気への水素の漏えいを考慮した溶
接構造とし、

（誤）80/min、720/min
（正）80ℓ/min、720ℓ/min

（誤）互いの系列間を分離するために、時間の耐火能力を有する
（正）互いの系列間を分離するために、1時間の耐火能力を有する

58

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資1-21,56,71,77,95,134,135

以下のとおり大飯の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）記載なし
（正）拡大防止対策の例

（誤）記載なし
（正）（１）火災感知器

（誤）外部電源喪失時に機能を夫わないように、
（正）外部電源喪失時に機能を失わないように、

（誤）⑬電源を内蔵した消火設備の操作等に必要な照明器具を、
（正）⑮電源を内蔵した消火設備の操作等に必要な照明器具を、

（誤）80/min、720/min
（正）80ℓ/min、720ℓ/min

（誤）化学消防自動車
（正）最新の資料には写真に名称の記載がないため削除した。

（誤）記載なし
（正）なお、「2.1.3.2 火災影響評価」では、火災区域又は火災区画を、
「火災区域（区画）」と記載する。

（誤）耐震Ｂクラス及び耐震クラス機器も含めた機器
（正）耐震Ｂクラス及び耐震Ｃクラス機器も含めた機器

59

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資2-33

以下のとおり大飯の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）火災防護対象機器を選定する考え方は、図１二示すとおりであり、
（正）火災防護対象機器を選定する考え方は、図１に示すとおりであり、

60

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0） 8条-別1-資4-参1-1

以下のとおり大飯の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）EAC4626-2010 及びJEAG4607-2010 を参照すること。
（正）JEAC4626-2010 及びJEAG4607-2010 を参照すること。
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61

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資5-18,27,28,29
8条-別1-資5-添2-18
8条-別1-資5-添5-1,2

以下のとおり大飯の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）Ｂ－廃棄物庫のアナログ式でない熱感知器の誤作動防止
（正）Ｂ－廃棄物貯蔵庫のアナログ式でない熱感知器の誤作動防止

（誤）図２ 海水管トンネルエリアの火災感知器設置概要図
（正）図２ 海水管トンネルの火災感知器設置概要図

（誤）中央制御室に設置する火災受信機盤等で、アナログ式の火災感知器、
アナログ式でない火災感知器、アナログ式でない防爆型の火災感知器の
（正）中央制御室に設置する火災受信機盤で、アナログ式の火災感知器、ア
ナログ式でない火災感知器、アナログ式でない炎感知器、アナログ式でない
防爆型の火災感知器の

（誤）消防法を満足する蓄電池を内蔵し

（正）消防法を満足する蓄電池※を内蔵し

（誤）記載なし
（正）温度測定の原理

（誤）防爆型の電気機器の選択等を推奨している。
（正）防爆型電気機器の選択等を推奨している。

（誤）防爆型の火災感知器（電気機器）の使用が必要な危険箇所に該当しな
い設計としている。
（正）防爆型の火災感知器（電気機器）の使用が必要な危険場所に該当しな
い設計としている。

（誤）第二類危険箇所に該当しないようにする。
（正）第二類危険場所に該当しないようにする。
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62

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資6-10,11,26,38,39,40
8条-別1-資6-添3-4

8条-別1-資6-添4-2,3

以下のとおり大飯の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）80/min、720/min
（正）80ℓ/min、720ℓ/min

（誤）メーカの放水試験結果に基づき3m間隔で設置する。
（正）メーカの放水試験結果に基づき約3m間隔で設置する。

（誤）スプリンクラーの2時間の最大放量（260m3）

（正）スプリンクラーの2時間の最大放水量（260m3）

（誤）消火活動が困難な場所として選定する。、
（正）消火活動が困難な場所として選定する。

（誤）火災源となりえる機器に対して設置する。
（正）火災源となりえる機器に対して、設置する。

（誤）復水ピットエリアは可燃物を置かず、
（正）復水ピットエリアは、可燃物を置かず、

（誤）・原子炉補機冷却水サージタンク室
原子炉補機冷却水サージタンク室には、自動消火設備又は手動操作による固
定式消火設備は設置せず、消火器、消火栓で消火を行う設計とする。
（正）記載削除（２重の記載となっていたため、削除しました）

（誤）記載なし
（正）・中央制御室
中央制御室は、自動消火設備又は手動操作による固定式消火設備は設置せ
ず、消火器で消火を行う設計とする。また、中央制御盤内の火災について
は、電気機器への影響がない二酸化炭素消火器で消火を行う設計とする。
（添付資料２０）なお、火災防護対象機器を設置する中央制御盤には、火災
の影響軽減のための対策として、エアロゾル消火設備を設置する。

（誤）記載なし
（正）・液体廃棄物処理設備設置エリア
液体廃棄物処理設備を設置するエリアは、自動消火設備又は手動操作による
固定式消火設備は設置せず、消火器、消火栓で消火を行う設計とする。

（誤）記載なし
（正）別紙１

（誤）これは、ハロン130の無毒性最高濃度（ＮＯＡＥＬ）※１と同等の

63

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資6-添7-4
8条-別1-資6-添9-1

以下のとおり大飯の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）Ｄ／Ｇ室入口ロックスイッチを「入口ロック位置にするため、
（正）Ｄ／Ｇ室入口ロックスイッチを「入口ロック」位置にするため

（誤）また、誤って入室しない様、室外に退避することを表示する。
（正）最新の資料にに記載がないため削除しました。

（誤）添付資料ー１７
（正）添付資料１７
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64

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資7-17,33
8条-別1-資7-添1-1

8条-別1-資7-添5-6,11
8条-別1-資7-添10-1

以下のとおり大飯の記載に誤記がありましたので修正しました。

（誤）試験※１※２で確認した

（正）試験※で確認した

（誤）※１：三菱重工株式会社「電気盤内機器の防火対策実証試験（その
１）」MHI-NES-1061 平成25年5月（添付資料５）
※２：三菱重工株式会社「電気盤内機器の防火対策実証試験（その２）」
MHI-NES-1062 平成25年5月（添付資料５）
（正）※参考文献：三菱重工株式会社「電気盤内機器の防火対策実証試験
（その２）」MHI-NES-1062 平成25年5月（添付資料５）

（誤）添付資料４
（正）添付資料３

（誤）（「建設省告示第1433 号 耐火性能検証法に関する算出方法等を定め
る件」講習テキスト（国土交通省住宅局建築指導課）
（正）（「建設省告示第1433 号 耐火性能検証法に関する算出方法等を定め
る件」講習テキスト（国土交通省住宅局建築指導課））

（誤）発泡性耐火被覆２枚を張り付けた
（正）発泡性耐火被覆２枚を貼り付けた

（誤）添付資料４
（正）記載なし。（大飯欄に資料番号「添付資料４」との記載があったが、
最新の大飯の資料には資料番号の記載がないため削除しました）

65

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第8条 火災による損傷の防止（DB08-9 r.8.0）

8条-別1-資8-添3-5,6
8条-別1-資10-添4-1
8条-別1-資10-添5-1

以下のとおり大飯の記載に誤記がありましたので修正しました。
（誤）格納容器のほぼ全域をカバーし、
（正）原子炉格納容器のほぼ全域をカバーし、

（誤）格納容器スプレイと試験条件の対比を第１表に示す。
（正）格納容器スプレイと試験条件の対比を表１に示す。

（誤）添付資料２
（正）記載なし。（大飯欄に資料番号「添付資料２」との記載があったが、
最新の大飯の資料には資料番号の記載がないため削除しました）
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第9条 溢水による損傷の防止等（DB09 r.13.0）

9条-別添1-67
9条-別添1-添付9-1,2,3
9条-別添1-添付29-3

放射性物質を含んだ液体の溢水伝播に対して止水を期待する設備の記載漏れ
があったため，記載を適正化した。

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第9条 溢水による損傷の防止（DB09-9 r.11.0）

9条-別添1-113
9-別添1-添9-1,2,3
9-別添1-添29-3

同上

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第9条 溢水による損傷の防止等（DB09 r.13.0） 9条-別添1-添付31-1～6

伝播フロー図のうち止水に期待する設備の誤記訂正

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第9条 溢水による損傷の防止（DB09-9 r.11.0） 9-別添1-添31-1～3

同上

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第9条 溢水による損傷の防止（DB09-9 r.11.0） とりまとめた資料1～6

記載項目およびページ番号の適正化

第9条 溢水による損傷の防止等
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第10条 誤操作の防止（DB10 r.13.0）

10条-8，9

他条文における章立ての変更に伴い，「制御室」の添付資料八における章番
号を「6.10」から「6.14」に見直した。

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第10条 誤操作の防止（DB10-9 r.12.0）

10-14，18

同上

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第10条 誤操作の防止（DB10 r.13.0）

10条-13

26条の整理結果を反映し，監視カメラで把握する自然現象等に「地滑り」の
記載を追加した。

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第10条 誤操作の防止（DB10-9 r.12.0）

10-25

同上

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第10条 誤操作の防止（DB10 r.13.0）

10条-別紙1—1，2，6

別紙１「新規制基準適合性申請において新たに設置計画している設計基準対
象施設に係る追加設備の誤操作防止について（設置許可基準規則第10条第１
項への適合性）」について，他条文の整理結果を踏まえ以下のとおり修正し
た。

５条
・「３号炉原子炉補機冷却海水放水路逆流防止設備」を追加
８条
・「蓄電池を内蔵する照明」⇒「蓄電池を内蔵する照明器具」に変更
・「煙等流入防止装置（目皿）」⇒「煙の流入防止装置（目皿）」に変更
・「感知器単体で機能を発揮する設備であり」⇒「装置単体で機能を発揮す
る設備であり」に変更
９条
・「ハッチ」を追加

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第10条 誤操作の防止（DB10-9 r.12.0）

10-76，77，81

同上

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第10条 誤操作の防止（DB10-9 r.12.0） 10-16，17

「大飯３／４号炉」

26条の比較表の整理結果を反映し，大飯まとめ資料に「6.10.1.1.2 設計方
針」の(4)項の記載を追加した。

第10条 誤操作の防止
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第12条 安全施設（DB12 r.11.0） 12条‐18

以下のとおり記載を修正した。（下線部参照）
旧：…事故時には中央制御室隔離信号により外気取入れライン…
新：…事故時には中央制御室換気系隔離信号により外気取入れライン…

正式な信号名称の反映

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第12条 安全施設（DB12-9 r.10.0）

12-37

同上 正式な信号名称の反映

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第12条 安全施設（DB12 r.11.0）

12条‐18

以下のとおり記載を修正した。（下線部参照）
旧：…再循環空気の一部は再循環フィルタ装置にて…
新：…再循環空気の一部は中央制御室非常用循環フィルタユニットにて…

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第12条 安全施設（DB12-9 r.10.0）

12-37

同上

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第12条 安全施設（DB12 r.11.0）

12条-62

以下のとおり記載を修正した（下線部参照）
旧：…原子炉冷却材喪失事故後の再循環切替え操作時
新：…原子炉冷却材喪失後の再循環切替え操作時…

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第12条 安全施設（DB12-9 r.10.0）

12-97

同上

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第12条 安全施設（DB12 r.11.0）

12条-78

以下のとおり記載を修正した（下線部参照）
旧：事故時は，外気取入ライン…
新：事故時は，中央制御室換気系隔離信号により外気取入ライン…

8

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第12条 安全施設（DB12-9 r.10.0）

12-115

同上

9

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第12条 安全施設（DB12 r.11.0） 12条-80

以下のとおり記載を修正した（下線部参照）
旧：a．原子炉冷却材喪失時（仮想事故ベース）における中央制御室非常用循環
フィルタ閉塞時の線量評価
新：a．原子炉冷却材喪失時（仮想事故ベース）における中央制御室非常用循環
フィルタユニット閉塞時の線量評価

10

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第12条 安全施設（DB12-9 r.10.0）

12-117

同上

11

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第12条 安全施設（DB12 r.11.0） 12条-102

以下のとおり記載を修正した（下線部参照）
旧：(a)原子炉冷却材喪失時における中央制御室非常用循環フィルタ閉塞時の作業
員線量
新：(a)原子炉冷却材喪失時における中央制御室非常用循環フィルタユニット閉塞
時の作業員線量

12

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第12条 安全施設（DB12-9 r.10.0）

12-140

同上

第12条 安全施設
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

13

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第12条 安全施設（DB12 r.11.0）

12条-102

以下のとおり記載を修正した（下線部参照）
旧：…事故期間中における中央制御室非常用循環フィルタ装置…
新：…事故期間中における中央制御室非常用循環フィルタユニット…

14

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第12条 安全施設（DB12-9 r.10.0）

12－141

同上

15

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第12条 安全施設（DB12-9 r.10.0） 12-別紙1-2-104,105

相違理由を以下のとおり修正した（下線部参照）
旧：泊では，Ａ系、Ｂ系のトレン間に連絡ラインの事故時の機能要求有無について
は，女川２号炉と同様に別紙１-２に記載している。
新：泊では，連絡ラインの事故時機能要求有無について，女川２号炉と同様に別紙
１-２に記載している。

16

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第12条 安全施設（DB12 r.11.0）

12条-別紙1-12-26

以下のとおり修正した。
旧：
解析結果約3.0％（事故発生後30日時点）
・水素濃度：
新：
解析結果
・水素濃度：約3.0％（事故発生後30日時点）

17

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第12条 安全施設（DB12-9 r.10.0）

12-別紙1-12-29

同上

18

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第12条 安全施設（DB12-9 r.10.0）

12-別紙1-13-1

相違理由を以下のとおり修正した。
旧：
【女川】
記載表現の相違
新：
【大飯】
記載表現の相違
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第14条 全交流動力電源喪失対策設備（DB14 r.14.0） 14条-別紙4-1

表現の適正化のため，以下の通り記載を修正した。

（旧）測定実績（泊発電所１号及び２号炉の同型式蓄電池）
（新）測定実績（泊発電所１号及び２号炉で使用している泊発電所３号炉と
同型式の蓄電池）

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第14条 全交流動力電源喪失対策設備（DB14-9
r.12.0）

14-71

同上

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第14条 全交流動力電源喪失対策設備（DB14 r.14.0） 14条-別紙8-8

後備蓄電池の必要容量について，後備蓄電池を接続した後から24時間までの
給電時間における必要容量であることが分かるように，Ａ後備蓄電池は「17
時間～24時間」，Ｂ後備蓄電池は「13時間～24時間」と記載を適正化した。

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第14条 全交流動力電源喪失対策設備（DB14-9
r.12.0）

14-85

同上

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第14条 全交流動力電源喪失対策設備（DB14 r.14.0）

14条-23，26～38，40～43，48，51

各SA条文（44～62条）の整理結果を踏まえ，「2.2 全交流動力電源喪失時に
電源供給が必要な直流設備について」の対象設備に係る以下の記載を修正し
た。（既に以下の修正内容を踏まえた蓄電池の容量計算を行っているため，
容量計算結果の数値への影響はない。）
・「蓄電池（非常用）から供給」する設備の追加
　44条：原子炉トリップ遮断器
　48条：主蒸気逃がし弁
・「交流電源復旧後に使用」又は「専用電源から供給」する設備の追加
　45条：蓄圧注入系
　47条：代替格納容器スプレイポンプ，余熱除去設備
　48条：原子炉補機冷却水設備，原子炉補機冷却海水設備
　49条：代替格納容器スプレイポンプ，原子炉格納容器スプレイ設備
　50条：代替格納容器スプレイポンプ
　51条：代替格納容器スプレイポンプ
　52条：格納容器水素イグナイタ
　59条：可搬型照明（SA），酸素濃度・二酸化炭素濃度計
　　　　（「酸素濃度・二酸化炭素濃度計」は26条にも追加）
　60条：放射能測定装置，電離箱サーベイメータ
・「交流電源復旧後に使用」又は「専用電源から供給」する設備の削除
　44条：高圧注入系
　51条：高圧注入系，低圧注入系，充てんポンプ
　56条：高圧注入系，原子炉格納容器スプレイ設備，加圧器逃がし弁
・情報修正
　全般：DB拡張設備又はSA設備の情報を修正
　　　　炉心損傷防止，CV破損防止の情報を修正
　45条：「低圧注入系」→「余熱除去設備」に修正
　46条：「高圧注入」→「高圧注入系」に修正
　　　　「低圧注入系」→「余熱除去設備」に修正

第14条 全交流動力電源喪失対策設備
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第14条 全交流動力電源喪失対策設備（DB14-9
r.12.0）

14-28，31～43，46～49，54，57

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第16条 燃料体等の取扱施設及び貯蔵施設（DB16
r.14.0） 16-18

「大飯発電所３／４号炉」欄

以下の誤植を修正しました（下線部修正）

（旧）約546m3/h（1１台当たり）

（新）約546m3/h（１台当たり）

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第16条 燃料体等の取扱施設及び貯蔵施設（DB16
r.14.0） 16条-17

16条-25

以下の記載を適正化しました。（下線部参照）
（旧）…使用済燃料ピット水温及び使用済燃料ラック内燃料位置等について
想定されるいかなる場合でも…
（新）…使用済燃料ピット水温，使用済燃料ラック内燃料位置等について想
定されるいかなる場合でも…

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第16条 燃料体等の取扱施設及び貯蔵施設（DB16-9
r.12.0）

16-22
16-36

同上

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第16条 燃料体等の取扱施設及び貯蔵施設（DB16
r.14.0） 16条-21

以下の記載を適正化しました。（下線部参照）
（旧）…使用済燃料ピットから炉心への移送操作及び使用済燃料輸送容器へ
の収容操作等が…
（新）…使用済燃料ピットから炉心への移送操作，使用済燃料輸送容器への
収容操作等が…

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）　比較表
第16条 燃料体等の取扱施設及び貯蔵施設（DB16-9
r.12.0） 16-28

同上

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況につ
いて（設計基準対象施設等）
第16条 燃料体等の取扱施設及び貯蔵施設（DB16
r.14.0）

16条-別添2-参考-21

有効性評価まとめ資料と整合を図るため，第１図について以下のとおり修正
しました。（下線部参照）
ａ. 想定事故１における想定水位（概略図）
（旧）3.37m　（新）約3.37m
（旧）7.62m　（新）約7.62m
ｂ．想定事故 ２ における想定水位（概略図）
（旧）2.02m　（新）約2.02m
（旧）3.37m　（新）約3.37m

有効性評価「想定事故１」および「想定
事故２」との整合

第16条 燃料体等の取扱施設及び貯蔵施設
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況
について（設計基準対象施設等）　比較表
第17条 原子炉冷却材圧力バウンダリ（DB17-9
r.12.0）

17-27

東海第二発電所の名称を修正した。
旧：東海２号炉
新：東海第二発電所

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況
について（設計基準対象施設等）　比較表
第17条 原子炉冷却材圧力バウンダリ（DB17-9
r.12.0）

17-27

相違理由の東海第二発電所の名称を修正した。
旧：東海
新：東海第二

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況
について（設計基準対象施設等）　比較表
第17条 原子炉冷却材圧力バウンダリ（DB17-9
r.12.0） 17-27

相違理由を修正した。
旧：耐震評価については，今後，クラス１としての評価を実施することか
ら，東海２号炉の記載を参照し，実施内容について記載した。
新：耐震評価ついては，基準地震動Ss1，Ss2-1，Ss2-3～Ss2-5，Ss3-1～
Ss3-4に対する成立性を確認済み。今後，原子炉建屋の地震応答解析を実施
し，設計及び工事計画認可段階にて，上記を含む全ての基準地震動に対する
当該クラス１配管の耐震評価結果を示す。

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況
について（設計基準対象施設等）
第17条 原子炉冷却材圧力バウンダリ（DB17
r.12.0）

17条-6,13,15,16,17,18,22,32,
別紙1-1、別紙2-1,別紙3-1,別紙4-4,別添-1

以下のとおり修正した。
旧：余熱除去系統
新：余熱除去系

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況
について（設計基準対象施設等）　比較表
第17条 原子炉冷却材圧力バウンダリ（DB17-9
r.12.0）

17-9,18,20,21,24,25,31,46,47,48,49,55,65

同上

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況
について（設計基準対象施設等）
第17条 原子炉冷却材圧力バウンダリ（DB17
r.12.0）

17条-13,別紙1-1,別紙2-1,別紙3-1,別紙3-2,別
紙4-4

以下のとおり修正した。
旧：非常用炉心冷却系統等
新：非常用炉心冷却系等

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況
について（設計基準対象施設等）　比較表
第17条 原子炉冷却材圧力バウンダリ（DB17-9
r.12.0）

17-18,47,48,49,50,55

同上

第17条 原子炉冷却材圧力バウンダリ
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第24条　安全保護回路（DB24 r.10.0） 24条-7

以下の2か所について「系統」を「系」に適正化した。
（旧）１次冷却系統の除熱能力を確保
（新）１次冷却系　の除熱能力を確保
（旧）１次冷却系統の破断時に
（新）１次冷却系　の破断時に

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第24条　安全保護回路（DB24-9 r.11.0） 24-7，8

以下の2か所について「系統」を「系」に適正化した。
（旧）１次冷却系統の除熱能力を確保
（新）１次冷却系　の除熱能力を確保
（旧）１次冷却系統の破断時に
（新）１次冷却系　の破断時に

第24条 安全保護回路
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第26条 原子炉制御室等（DB26 r.14.0）

全般

他条文における章立ての変更に伴い，「制御室」の添付資料八における章番
号を「6.10」から「6.14」に見直した。

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第26条 原子炉制御室等（DB26-9 r.14.0）

全般

他条文における章立ての変更に伴い，「制御室」の添付資料八における章番
号を「6.10」から「6.14」に見直した。

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第26条 原子炉制御室等（DB26 r.14.0）

26条-20

以下のとおり社内記載統一に伴い「１式」から「一式」に記載を適正化し
た。
（旧）
6.10.1.3 主要設備の仕様
(1) 中央制御盤（主盤，運転指令卓及び大型表示盤） １式
(2) 中央制御室外原子炉停止装置 １式
(3) 送電盤 １式
(4) 保修用制御盤 １式
（新）
6.10.1.3 主要設備の仕様
(1) 中央制御盤（主盤，運転指令卓及び大型表示盤） 一式
(2) 中央制御室外原子炉停止装置 一式
(3) 送電盤 一式
(4) 保修用制御盤 一式

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第26条 原子炉制御室等（DB26-9 r.14.0）

26-33

以下のとおり社内記載統一に伴い「１式」から「一式」に記載を適正化し
た。
（旧）
6.10.1.3 主要設備の仕様
(1) 中央制御盤（主盤，運転指令卓及び大型表示盤） １式
(2) 中央制御室外原子炉停止装置 １式
(3) 送電盤 １式
(4) 保修用制御盤 １式
（新）
6.10.1.3 主要設備の仕様
(1) 中央制御盤（主盤，運転指令卓及び大型表示盤） 一式
(2) 中央制御室外原子炉停止装置 一式
(3) 送電盤 一式
(4) 保修用制御盤 一式

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第26条 原子炉制御室等（DB26 r.14.0）

26条-31

以下のとおり用語統一の観点で適正化した。
（旧）中央制御室隔離信号
（新）中央制御室換気系隔離信号
（旧）再循環フィルタ装置
（新）中央制御室非常用循環フィルタユニット

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第26条 原子炉制御室等（DB26-9 r.14.0）

26-61

以下のとおり用語統一の観点で適正化した。
（旧）中央制御室隔離信号
（新）中央制御室換気系隔離信号
（旧）再循環フィルタ装置
（新）中央制御室非常用循環フィルタユニット

第26条 原子炉制御室等
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第26条 原子炉制御室等（DB26 r.14.0） 26条-別添1-49

表3.1-1の注釈内の用語を社内統一のため，以下のとおり適正化した。
（旧）事務局員
（新）総括班員

8

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第26条 原子炉制御室等（DB26-9 r.14.0） 26-別添1-72

表3.1-1の注釈内の用語を社内統一のため，以下のとおり適正化した。
（旧）事務局員
（新）総括班員

9

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第26条 原子炉制御室等（DB26-9 r.14.0）

26-43

章番号の見直しに伴い，以下の相違理由の記載を適正化した。
（旧）
【大飯】資料構成の相違
泊３号炉と女川２号炉は「6.10.1.1 概要」にて，～
（新）
【大飯】資料構成の相違
泊３号炉は「6.14.1.1概要」，女川２号炉は「6.10.1.1 概要」にて，～

（旧）
【大飯】資料構成の相違
泊３号炉と女川２号炉は「6.10.1.2 設計方針」にて，～
（新）
【大飯】資料構成の相違
泊３号炉は「6.14.1.2設計方針」，女川２号炉は「6.10.1.2 設計方針」に
て，～

10

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第26条 原子炉制御室等（DB26-9 r.14.0）

26-別添1-107

相違理由欄に以下を１箇所追記して適正化した。
・【大飯】記載表現の相違
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第31条 監視設備（DB31-9 r.11.0） とりまとめた資料-1

ページ数増加のため、以下の記載を修正した。（下線部参照）
（旧）【比較表ｐ31-25～ｐ31-46、ｐ31-52～53】
（新）【比較表ｐ31-25～ｐ31-47、ｐ31-53～54】

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第31条 監視設備（DB31 r.12.0） 31条-7

以下の記載を修正した。（下線部参照）
（旧）以下の基本的方針のもとに安全設計を行う。
（新）以下の基本的方針の基に安全設計を行う。

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第31条 監視設備（DB31-9 r.11.0） 31-7 同上

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第31条 監視設備（DB31 r.12.0）

31条-8
31条-11
31条-20

以下の記載の表記を修正した。（下線部参照）
（旧）１式
（新）一式

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第31条 監視設備（DB31-9 r.11.0）

31-10
31-13
31-14
31-24

同上

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第31条 監視設備（DB31 r.12.0） 31条-17

以下の記載を修正した。（下線部参照）
（旧）放射線管理設備の主要機器仕様を第8.3.1 表に示す。
（新）放射線管理設備の主要仕様を第8.3.1 表に示す。

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第31条 監視設備（DB31-9 r.11.0） 31-19 同上

8

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第31条 監視設備（DB31 r.12.0） 31条-19

以下の誤記を修正した。（下線部参照）
（旧）また，無停電電源装置及び非常用発電機による給電状態は中央制御室で確
認することができる設計とする。
（新）また，無停電電源装置及び非常用発電機による給電状態は中央制御室で確
認することができる設計としている。

9

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第31条 監視設備（DB31-9 r.11.0） 31-23 同上

第31条 監視設備
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

10

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第31条 監視設備（DB31 r.12.0） 31条-20

以下の記載を修正した。（下線部参照）
（旧）第8.3.1 表 放射線管理設備の主要機器仕様
（新）第8.3.1 表 放射線管理設備の主要仕様

11

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第31条 監視設備（DB31-9 r.11.0） 31-24 同上

12

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第31条 監視設備（DB31-9 r.11.0）

31-31

「大飯発電所３／４号炉」欄

以下の誤記を削除した（下線部参照）
許可基準規則 第31条（監視設備）
発電用原子炉施設には，通常運転時，運転時の異常な過渡変化時及び設計基準事
故時において，当該発電用原子炉施設及びその境界付近における放射性物質の濃
度及び放射線量を監視し，及び測定し，並びに設計基準事故時における迅速な対
応のために必要な情報を原子炉制御室その他当該情報を伝達する必要がある場所
に表示できる設備（安全施設に属するものに限る。）を設けなければならない。

許可基準規則 第34 条（緊急時対策所）
工場等には、一次冷却系統に係る発電用原子炉施設の損壊その他の異常が発生し
た場合に切な措置をとるため、緊急時対策所を原子炉制御室以外の場所に設けな
ければならない。

13

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第31条 監視設備（DB31-9 r.11.0） 31-33

「大飯発電所３／４号炉」欄

以下の記載もれを追加した
表　緊急時対策所の電源負荷

14

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第31条 監視設備（DB31-9 r.11.0） 31-44

「大飯発電所３／４号炉」欄

以下の記載もれを追加した
添付２　電源車（緊急時対策所用）（DB）の自然現象に対する適合性

15

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第31条 監視設備（DB31-9 r.11.0） 31-45

相違理由欄の記載もれのため、以下の記載を追加した

【大飯】■設備の相違　・伝送データ監視先の相違

16

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第31条 監視設備（DB31-9 r.11.0） 31-85

「女川原子力発電所２号炉」欄

以下の不要な記載を削除した（下線部参照）
ページ番号「31条-別添-1」
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0）

33条-104～107

資料内の整合を図るため，第2.2.1.3表～第2.2.1.6表の以下の記載を修正し
た。
・275kV送電線の対応操作欄
（旧）※通常運転時は非常用高圧母線への供給は行わない
（新）削除
・66kV送電線の識別方法欄
（旧）地絡過電圧継電器（64）／66kV送電線の地絡過電圧継電器（64）
（新）後備変圧器１次側の地絡過電圧継電器（64）
・予備変圧器１次側の識別方法欄
（旧）予備変圧器の比率差動継電器（87）
（新）予備変圧器又は275kV母線の比率差動継電器（87）
（旧）予備変圧器の過電流継電器（51G）／地絡過電流継電器（51G）
（新）予備変圧器の地絡過電流継電器（51G）
・主変圧器１次側の識別方法欄
（旧）地絡過電流継電器（51G）
（新）主変圧器の地絡過電流継電器（51G）

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-105～106

同上

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0）

33条-106

後備変圧器１次側の１相開放故障発生時に不足電圧継電器（27）で検知する
場合の記載について，資料内の整合を図るため，第2.2.1.5表の以下の記載
を修正した。
・識別方法欄
（旧）後備変圧器２次側の不足電圧継電器（27）にて検知
（新）不足電圧継電器（27）にて検知
・切離し操作欄
（旧）手動
（新）自動
・対応操作欄
（旧）非常用高圧母線の電圧が喪失することで，不足電圧継電器（27）が
　　　動作し，ディーゼル発電機から電源供給を行う。
　　　（１相開放時に２次側電圧低下が発生する場合，３相中１相の電圧
　　　が低下する。このとき，後備変圧器２次側の不足電圧継電器（27）
　　　が検知する）
（新）ディーゼル発電機から電源供給を行う。

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-106

同上
また，参考とした柏崎の該当箇所の記載を貼り付けた。

第33条 保安電源設備
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5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0） 33条-108

資料内の整合を図るため，第2.2.1.15図の図中の記載を修正した。（下線部
参照）
（旧）電流差動継電器（87）
（新）比率差動継電器（87）

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

とりまとめた資料-5
33-107

同上

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0） 33条-110，111

重複した付番となっていた表番号の誤記を修正した。（下線部参照）
（旧）第2.2.1.6表
（新）第2.2.1.7表

8

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-109

同上

9

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0）

33条-156，174，176，別紙5-6，別紙12-
2，4

以下の記載を修正した。（下線部参照）
（旧）標高約○○m，標高○○m，地上〇階，○○m
（新）T.P.○○m

10

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-154，177，179，376，390，391

同上

11

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0）

33条-162，167，168，170，174

配置図を最新のものに貼り替えた。

12

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-160，164，165，167，177

同上

13

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0） 33条-167

第2.2.4.15図のタイトルの脱字を追加した。（下線部参照）
（旧）66kV開閉所（後備用）及び後備変圧器位置
（新）66kV開閉所（後備用）及び後備変圧器位置図

14

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-164

同上
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15

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0）

33条-別紙4-5，8，9，21，24，29，35，
36，46，54，58，65

資料内の整合を図るため，以下の記載を追加した。（下線部参照）
・66kV送電線で発生する１相開放故障
（旧）地絡過電圧継電器（64）
（新）後備変圧器１次側の地絡過電圧継電器（64）
・予備変圧器１次側で発生する１相開放故障
（旧）予備変圧器の比率差動継電器（87）／比率差動継電器（87）
（新）予備変圧器又は275kV母線の比率差動継電器（87）
（旧）地絡過電流継電器（51G）
（新）予備変圧器の地絡過電流継電器（51G）
・後備変圧器１次側で発生する１相開放故障
（旧）比率差動継電器（87）
（新）後備変圧器の比率差動継電器（87）
・主変圧器１次側で発生する１相開放故障
（旧）比率差動継電器（87）
（新）主変圧器又は275kV母線の比率差動継電器（87）
（旧）地絡過電流継電器（51G）
（新）主変圧器の地絡過電流継電器（51G）

16

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-305，308，309，321，325，332，
338，339，350，358，362，369

同上

17

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0） 33条-別紙4-12

地絡過電流継電器（51G）で検知する場合の記載について，資料内の整合を
図るため，以下の誤記を修正した。（下線部参照）
（旧）運転員の手動操作により
（新）予備変圧器の地絡過電流継電器（51G）の動作により

18

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-312

同上

19

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0） 33条-別紙4-16，19，22，25，28，49，

52，56，60，64，66

以下の不要な記載を削除した。（下線部参照）
（旧）275kV送電線から予備変圧器，主変圧器，所内変圧器，常用高圧母線
　　　及び非常用高圧母線を
（新）275kV送電線から予備変圧器，主変圧器，所内変圧器及び非常用高圧
　　　母線を

20

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-316，319，323，327，331，353，
356，360，364，368，370

同上

21

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0）

33条-別紙4-40，41，47，48，62，63

女川の記載と整合を図るため，非常用高圧母線の受電遮断器の赤丸印と“自
動で切離し”の記載箇所を修正した。
・変圧器１次側の遮断器の“手動で切離し”から“交流不足継電器（27）が
動作”するまでを示した「故障箇所隔離した状態」の図から削除した。
・“交流不足継電器（27）の動作”から“非常用高圧母線を外部電源系から
隔離”するまでを示した「非常用高圧母線を隔離した状態」の図に追加し
た。

22

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-343，344，351，352，366，367

同上
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23

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0）

33条-別紙4-40，41

資料内の整合を図るため，以下の記載を修正した。（下線部参照）
・c.故障箇所を隔離した状態
（旧）過負荷継電器（49）が動作した非常用高圧母線を
（新）後備変圧器を
・d.非常用高圧母線を隔離した状態
（旧）…により，ディーゼル発電機が
（新）…により，非常用高圧母線を外部電源系から隔離すると，ディーゼル
　　　発電機が

24

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-343，344

同上
また，参考として女川の該当箇所の記載を再掲した。

25

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0） 33条-別紙4-41，44

資料内の整合を図るため，図のタイトルを修正した。（下線部参照）
（旧）故障箇所を隔離した状態
（新）非常用高圧母線を隔離した状態

26

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-344，348

同上

27

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0）

33条-別紙4-43，44

後備変圧器１次側の１相開放故障発生時に不足電圧継電器（27）で検知する
場合の記載について，柏崎の記載に合わせて「c.故障箇所を隔離した状態」
の記載を削除するとともに，以下を修正した。（下線部参照）
（旧）d.非常用高圧母線を隔離した状態
（新）c.非常用高圧母線を隔離した状態
（旧）第3.4.4図
（新）第3.4.3図
また，資料内の整合を図るため以下の記載を修正した。
・b.１相開放故障直後の状態
（旧）後備変圧器２次側の
（新）後備変圧器から受電していた複数の非常用高圧母線の
・c.非常用高圧母線を隔離した状態
（旧）…により，ディーゼル発電機が
（新）…により，非常用高圧母線を外部電源系から隔離すると，ディーゼル
　　　発電機が

28

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-346～348

同上
また，参考とした柏崎の該当箇所の記載を貼り付けた。

29

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第33条 保安電源設備（DB33 r.13.0） 33条-別紙4-44

資料内の整合を図るため，図中の66kV送電線から後備変圧器を介して非常用
高圧母線につながる線の色を黒実線から緑破線に修正した。
また，非常用高圧母線の受電遮断器の赤丸印と“自動で切離し”の記載を追
加した。

30

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第33条 保安電源設備（DB33-9 r.11.0）

33-348

同上

4/4 43



泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-26，27，99，109，111，
115，117，132，137，184，200，208，

209，217，219，220

本文，図表，添付資料に記載している発電所対策要員のうち，「事務局」，
「事務局長」，「事務局員」の名称を「総括班」，「総括班員」，「総括班
員」にそれぞれ修正（技術的能力1.0との整合）

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1-31，32，119，133，135，140，
143，155，159，213，231，238，239，

248，250，251

同上

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0） 34条-別添1-16

記載の適正化
（旧）重大事故等のプラントの状態…（略）
（新）重大事故等時のプラントの状態…（略）

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-18

同上

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-20

表1.3－7　重大事故等対処設備に関する概要（61条 緊急時対策所）（１／
３）に記載する重大事故等対処設備の名称適正化
（旧）可搬型空気浄化装置配管・ダンパ【流路】
　　　空気供給装置配管・弁【流路】
（新）可搬型空気浄化装置配管・ダンパ【可搬】［流路］
　　　可搬型空気浄化装置配管・ダンパ【常設】［流路］
　　　空気供給装置配管・弁【可搬】［流路］
　　　空気供給装置配管・弁【常設】［流路］

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-22

同上

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-20

他条文（SA43条，62条）との整合のため表1.3－7　重大事故等対処設備に関
する概要（61条 緊急時対策所）（１／３）に記載する以下の記載を適正化
（旧）緊急時対策所指揮所遮へいの設備分類：重大事故緩和設備
　　　緊急時対策所待機所遮へいの設備分類：重大事故緩和設備
（新）緊急時対策所指揮所遮へいの設備分類：常設重大事故緩和設備
　　　緊急時対策所待機所遮へいの設備分類：常設重大事故緩和設備

8

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-22

同上

9

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-21

表1.3－7　重大事故等対処設備に関する概要（61条 緊急時対策所）（２／
３）に記載する重大事故等対処設備の名称適正化（SA43条との記載整合）
（旧）ディーゼル発電機設備（燃料油系統）配管・弁【燃料流路】
（新）ディーゼル発電機設備（燃料油設備）配管・弁［燃料流路］
　他，括弧記載を【】から［］に修正

第34条 緊急時対策所

1/7 44



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

10

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-25

同上

11

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-21

他条文（SA43条）との整合のため表1.3－7　重大事故等対処設備に関する概
要（61条 緊急時対策所）（２／３）に記載する緊急時対策所ケーブル接続
盤～緊急時対策所分電盤電路［電路］の設備分類に以下の記載を追加

分類：常設耐震重要重大事故防止設備

12

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-25

同上

13

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0） 34条-別添1-21

表1.3－7　重大事故等対処設備に関する概要（61条 緊急時対策所）（２／
３）に以下を追加（SA43条，61条との記載整合）
　燃料タンク（SA）

14

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-25

同上

15

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0） 34条-別添1-22

表1.3－7　重大事故等対処設備に関する概要（61条 緊急時対策所）（３／
３)の記載のうち以下の記載を適正化（SA43条との整合）

【】を［］に修正

16

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-26

同上

17

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-29

図2.2－1緊急時対策所電源構成の記載適正化（設備名記載位置修正）

18

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-35

同上

19

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0） 34条-別添1-31

表2.2－2　緊急時対策所　電源設備の仕様の以下の記載を適正化
（旧）非常用電源設備
（新）非常用交流電源設備

20

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-37

同上

21

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0） 34-別添1—74

「大飯発電所３／４号炉」欄
以下の図面を適正化
（旧）ｃ．プルーム（希ガス）通過中
（新）ｄ．希ガス通過後
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22

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1—80

「大飯発電所 ３／４号炉」欄

緊急時対策所立ち上げ時の内容欄から以下を削除し記載を適正化
（削除）
・緊急時対策所用の「可搬式モニタリングポスト」を設置し、起動する。

23

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1—80

大飯欄から一部記載を削除したことに伴い，相違理由を以下のとおり適正化
（旧）【大飯】設計の相違
泊の緊急時対策所は，緊急時対策所付近の風向等を把握する目的で可搬型気
象観測設備を設置する。
（新）【大飯】設計の相違
泊の緊急時対策所は，可搬型モニタリングポストに加え，緊急時対策所付近
の風向等を把握する目的で可搬型気象観測設備を設置する。

24

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1—80

「大飯発電所 ３／４号炉」欄

原子炉格納機破損（プルーム放出）のおそれの時期欄に以下を追記し適正化
（追加）
・緊急時対策所外可搬型エリアモニタの指示値が上昇傾向

25

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1—81

「大飯発電所 ３／４号炉」欄

プルーム（希ガス）接近欄を以下のとおり適正化
（旧）
・格納容器圧力の急減下で、
・緊急時対策所用可搬式モニタリングポストの指示値が上昇傾向の場合
・緊急時対策所外可搬型エリアモニタの指示が0.1mSv/h 以上となった場合
（新）
・格納容器圧力の急減下
・緊急時対策所外可搬型エリアモニタの指示が0.1mSv/h 以上となった場合
・緊急時対策所内エリアモニタの指示が0.5mSv/h 以上となった場合

26

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1—81

大飯欄の記載を適正化したことに伴い，相違理由を以下のとおり適正化
（旧）
【大飯】記載方針の相違
もう１つの加圧基準として大飯は緊急時対策所内可搬型エリアモニタの指示
値が0.5mSv/h以上と設定しているが本表では表していないのに対し，泊は緊
急時対策所可搬型エリアモニタの指示値が0.1mSv/h以上も加圧基準であるた
め，本表に記載している相違があるが，緊急時対策所内にプルームが流入し
た場合の加圧判断基準を設けていることに相違なし。
（新）
【大飯】設計の相違
大飯は緊急時対策所内可搬型エリアモニタの指示値が0.5mSv/h以上と設定し
ているのに対し，泊は女川と同様に緊急時対策所可搬型エリアモニタの指示
値が0.1mSv/h以上と設定している違いがあるが，緊急時対策所内にプルーム
が流入した場合の加圧判断基準を設けていることに相違なし。
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27

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1—82

「大飯発電所 ３／４号炉」欄

希ガス通過技の時期欄に以下を追記し適正化
（追加）
・固定モニタポスト又は可搬式モニタリングポスト指示値が低下安定

28

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1—83

泊の表2.4－4に相当する大飯の表に緊急時対策所内エリアモニタの加圧判断
基準を追記し適正化したことで，相違理由を以下のとおり適正化
（旧）
【大飯】設計の相違
比較表「表2.4－4　緊急時対策所換気空調設備等の運用」の相違理由と同様
であるが，大飯は本表に加圧判断基準として緊急時対策所内可搬型エリアモ
ニタ0.5mSv/h以上を加えて表現している。
（新）
【大飯】設計の相違
比較表「表2.4－4　緊急時対策所換気空調設備等の運用」の相違理由と同様
である。

29

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1—88

「大飯発電所３／４号炉」欄
以下のとおり記載適正化を実施
（旧）原子炉格納容器破損前
（新）原子炉格納施設破損前

（旧）希ガス等の侵入防止を行うために…（略）
（新）希ガス等の侵入防止を行うための…（略）

（旧）緊急時対策所内に希ガスが侵入した場合の…（略）
（新）緊急時対策所内に希ガス等が侵入した場合の…（略）

30

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0） 34-別添1—88

「大飯発電所３／４号炉」欄
判断基準の考え方に以下の記載を追記し適正化

・緊急時対策所外可搬型エリアモニタにおけるプルームからの外部被ばく線
量を評価した結果、100mSv/h以上であり、確実に判断できる。

31

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1—88

泊の表2.4－4に相当する大飯の表に緊急時対策所内エリアモニタの加圧判断
基準を追記し適正化したことで，相違理由を以下のとおり適正化
（旧）
【大飯】設計の相違
比較表「表2.4－4　緊急時対策所換気空調設備等の運用」の相違理由と同様
であるが，大飯は本表に加圧判断基準として緊急時対策所内可搬型エリアモ
ニタ0.5mSv/h以上を加えて表現している。
（新）
【大飯】設計の相違
比較表「表2.4－4　緊急時対策所換気空調設備等の運用」の相違理由と同様
である。
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32

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-78

記載の適正化（先行審査実績の反映）
（旧）また，必要に応じてフィルタユニットの切替等，更なる被ばく低減を
図る運用を行うこととしている。
（新）また，放射性物質の吸着により線量が上昇した場合は，必要に応じて
フィルタユニットの切替等，更なる被ばく低減を図る運用を行うこととして
いる。

33

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-98

同上

34

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-78

記載の適正化（先行審査実績の反映）
（旧）可搬型空気浄化装置は，プルーム通過前及びプルーム通過後において
運転する。
（新）換気空調設備の運用を表2.4－7に示す。可搬型空気浄化装置は，プ
ルーム通過前及びプルーム通過後において運転する。

35

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-98

同上

36

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条－別添1-79

先行審査実績反映のため図の記載適正化（離隔距離の追記）
図2.4－23　可搬型緊急時対策所空気浄化ファン及びフィルタユニット設置
位置

37

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1-99

同上

38

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1-100

相違理由欄の記載適正化
（旧）【女川】設計の相違（相違理由①）
（新）【大飯】設計の相違（相違理由①）

39

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0） 34－別添1-106

「大飯発電所３／４号炉」欄
以下の記載を追記し,記載適正化
第6図 緊急時対策所機能に係る屋外設備保管場所

40

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34－別添1-96

記載追加（先行審査実績の反映）
第３表　重大事故等対処設備の分類等（43条まとめ資料抜粋）

41

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34条-別添1-116

同上

42

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34条-別添1-116

記載削除
【大飯】記載個所の相違
・43条にて設備分類等を示している。

43

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-107

技術的能力1.0との整合のため記載順序の適正化

（旧）①意思決定・指揮,②情報管理，③資機材等リソース管理・社外対応,
④情報収集・計画立案，⑤現場対応
（新），①意思決定・指揮，②情報収集・計画立案，③現場対応，④情報管
理，⑤資機材等リソース管理・社外対応

5/7 48



No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

44

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-130

同上

45

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0） 34－別添1-158

「大飯発電所３／４号炉」欄
以下の記載を追記し,記載適正化
図１１－１ 緊急時対策所 配備する資機材等

46

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-151

図4－8「通信連絡設備の耐震設計範囲」の記載適正化（35条，62条との記載
整合）

47

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-173

同上

48

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0） 34－別添1-182

「大飯発電所３／４号炉」欄
以下の記載を追記し,記載適正化
参考資料１

49

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0） 34条-別添1-187

記載適正化
（旧）安定よう素剤　2000錠
（新）安定よう素剤　2,000錠

50

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34－別添1-217

同上

51

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-197

表5.4-2「設置許可基準規則第58条における計測設備とバックアップ対象パ
ラメータの整理」について，他条文の記載との整合のため記載適正化

SA58条の審査実績反映

52

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1-228

同上

53

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-208

先行審査実績反映及び技術的能力1.0との記載整合のため，以下の記載適正
化（下線部参照）

（旧）①運転班がデータ表示端末又は通信連絡設備を用いて発電課長（当
直）からプラント状況を逐次入手し，入手したプラント状況を号機責任者へ
情報連絡するとともに，主要な情報について発電所対策本部全体内に共有す
るため発話する。
（新）①運転班がデータ表示端末や通信連絡設備を用い，発電課長（当直）
からプラント状況を逐次入手し，入手したプラント状況を号機責任者へ情報
連絡するとともに，主要な情報について発電所対策本部全体に共　有するた
め発話する。

54

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1-238

同上
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55

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-208

先行審査実績反映及び技術的能力1.0との記載整合のため，以下の記載適正
化（下線部参照）

（旧）③各機能班は，適宜，入手したプラント状況，周辺状況，重大事故等
への対応状況を適宜OA機器（パーソナルコンピュータ等）内の共通様式に記
載することで，発電所対策本部内の全要員，本店対策本部との情報共有を図
る。
（新）③各機能班は，適宜，入手したプラント状況，周辺状況，重大事故等
への対応状況を適宜OA機器（パーソナルコンピュータ等）内の共通様式に入
力することで，発電所対策本部内の全要員，本店対策本部との情報共有を図
る。

56

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1-238

同上

57

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第34条　緊急時対策所（DB34 r.12.0）

34条-別添1-209

図5.7－1　緊急時対策所指揮所内のレイアウト，情報共有のイメージの記載
適正化（要員名称を事務局から総括班に修正）及び以下の記載について適正
化（技術的能力1.0の記載と整合）
（旧）号炉責任者
　　　業務内容
（新）号機責任者
　　　発話内容

58

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第34条　緊急時対策所（DB34-9 r.12.0）

34-別添1-239

同上
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泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第35条　通信連絡設備（DB35 r10.0）

全般
（35条-3，35条-4，他）

「非常用電源設備」の記載を，条文間整合を図るとともに女川2号炉に合わ
せて「非常用所内電源設備」，「非常用交流電源設備」又は「ディーゼル発
電機」に書き分けました。

2

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第35条　通信連絡設備（DB35-9 r10.0）

全般
（35-10，35-12，他）

同上

3

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第35条　通信連絡設備（DB35-9 r10.0） 35-取りまとめた資料-5

以下の誤記を修正しました（下線部参照）。

（旧）泊では当該操作はなく，中央制御室退避所及び，
（新）泊では当該操作はなく，中央制御室待避所及び，

4

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第35条　通信連絡設備（DB35 r10.0）

35条-17

第2.3.1図　通信連絡設備（発電所外［社内関係箇所］）の概要

・衛星電話設備（固定型）に記載されてた「衛星通信設備」の記載を削除し
ました。
・衛星電話設備（固定型）のアンテナが建屋から離れていたため記載を適正
化しました。

5

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第35条　通信連絡設備（DB35-9 r10.0）

35-43

同上

6

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第35条　通信連絡設備（DB35 r10.0） 35条-18

第2.3.3図　通信連絡設備（発電所外［社外関係箇所］）の概要（その２）

・泊発電所に記載の通信機器の記載位置を適正化しました。

7

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第35条　通信連絡設備（DB35-9 r10.0）

35-46

同上

8

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第35条　通信連絡設備（DB35-9 r10.0）

35-56

相違理由欄について，以下の脱字を追記しました（下線部参照）。
（旧）】記載方針の相違
（新）【女川】記載方針の相違

9

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第35条　通信連絡設備（DB35 r10.0）

35条-参考-13

参考第5-1図　緊急時対策所におけるSPDSパラメータ表示の概要

・「事務局」を「総括班」に修正しました。

10

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第35条　通信連絡設備（DB35-9 r10.0）

35-80

同上

11

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第35条　通信連絡設備（DB35 r10.0）

35条-参考-25

参考第8-2表　データ伝送設備（発電所内）及びデータ伝送設備（発電所
外）に係る耐震措置

表題を以下のとおり修正しました（下線部参照）。
（旧）データ表示及びERSS伝送機能に係る耐震措置
（新）データ伝送設備（発電所内）及びデータ伝送設備（発電所外）に係る
耐震措置

12

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第35条　通信連絡設備（DB35-9 r10.0）

35-94

同上

第35条 通信連絡設備
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

13

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第35条　通信連絡設備（DB35 r10.0） 35条-参考-26

35条-参考-28

以下の記載を女川の記載に合わせて適正化しました（下線部参照）。また，
本記載にあわせて参考第9-2表のタイトルを修正しました。
（旧）また，非常用電源設備及び代替交流電源設備の主要仕様を参考第9-2
表，
（新）また，常設代替交流電源設備及び緊急時対策所用代替交流電源設備の
主要仕様を参考第9-2表，

14

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第35条　通信連絡設備（DB35-9 r10.0）

35-97
35-101

同上

15

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）
第35条　通信連絡設備（DB35 r10.0）

35条-参考-33，34

以下の記載を修正しました（下線部参照）。
（旧）（総合管理事務所　６階）
（新）（総合管理事務所　T.P.30.1m）
（旧）（管理事務所　３階）
（新）（管理事務所　T.P.17.3m）

16

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第35条　通信連絡設備（DB35-9 r10.0）

35-108

同上

17

泊発電所３号炉　設置許可基準規則等への適合状況に
ついて（設計基準対象施設等）　比較表
第35条　通信連絡設備（DB35-9 r10.0）

35-116～120 比較表の項目名を「差異理由」から「相違理由」に修正しました。
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